






















































































































(56 ) 204 
フ」は、 1920年9月の『ダイヤル』誌に載ったのであるから、かなり早い翻訳
紹介といえよう。しかし、日本におけるロレンス受容史の中で最も画期的なも

















































スのもとにj (健文社、 1935)は、 14名の執筆者によって、当時としては最高
のロレンス研究がなされており、さらに、小川和夫訳『自意識と恋愛(無意識














司総ー『ロレンスの生涯J (東和社、 1950) は、ロレンスの妻、フリーダの
『わたしではなく、風カ丈….1 (Not!， But the Wil1d..， 1934) を種本にしながら、














笠新書、 1955)、西堂新六(高風館、 1956)、中谷次郎(世界文学社、 1960)、
斉藤英弥(創入社、 1960)、西村-孝次(八潮出版社、 1965)、根岸達男(迅速書



















































































































































































2年もかけ、 I溶血しながら 3回も書き直した『チャタリー』が、ょうやく B
の巨を見ょうとしているのだ。作家としてこれほどうれしい瞬間はなかったで
あろう。 3月13日、アメリカの詩人、ウイッター・ピナーに、「非男根的、大






















「温かさJ (ιgentleness' )や「やさしさJ (‘tenderness' )を示すことが「男根
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